
 
 

（様式１） 

 

   教 員 選 考 申 請 書 

 

 

 

写真貼付 

 

  ふりがな           ○○○○    ○○○○ 

１．氏名（署名）       ○  ○   ○  ○   ※氏名（署名）は自筆で記入すること。 

 

２．生年月日           西暦○○年○○月○○日 （○○歳）  ※採用発令予定日現在 

 

３．現  職          ○○大学○○学部（○○講座） 助教 

 

４．応募を希望する職名  講師  ・  助教 

 

５．所属機関住所       〒○○○－○○○○  

                       ○○県○○市○○○○○○１－２－３ 

                       （電話） （   ）  － 

 

６．現 住 所         〒○○○－○○○○  

                       ○○県○○市○○○○○○１－２－３ 

                       （電話）   （   ）  － 

             （携帯電話） （      ）  － 

 

７．メールアドレス     ○○○○@○○○.○○.ac.jp 

 

８．連 絡 先      自宅  ・   勤務先 

 

９．学   歴      西暦○○年○○月  ○○大学○○学部卒業 

西暦○○年○○月  ○○大学大学院○○学研究科（修士課程）修了 

西暦○○年○○月  ○○大学大学院○○学研究科（博士課程）修了 

 

10．学   位      西暦○○年○○月 博士（○○）（○○大学甲○第○○○号） 

 

11．資   格       ○○○○ 西暦○○年○○月○○日（第○○○号） 

 

12．職   歴      西暦○○年○○月 〇〇日本語学校 非常勤講師 

西暦○○年○○月 ○○大学講師○○学部 助教 

                       （現在に至る） 

 

13．賞   罰      西暦○○年○○月 ○○学会奨励賞 

 

14．所属学会等       日本○○学会（評議員），日本△△学会（評議員） 

   (役員名、委員名)   外国の学会（原文表示） 

     

 

15．外国出張等       西暦○○年○○月～○○年○○月 

   (留学・研修含)    米国〇〇University（visiting Professor） 

 

 



 
 

（様式２） 

 

研 究 業 績  書 
 

 

 

№ 
著書、学術論文、研究発

表等の名称 

単著、 

共 著 

の 別 

発行又は 

発 表 の 

年 月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概         要 

      

 

 

 

 



 
 

（様式３） 

教 育 業 績  書 

 

担当してきた授業科目等（日本語、国際交流、異文化理解等）とその内容及び期間 

実施機関名等 担当授業科目名 授 業 等 の 内 容 期   間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 



 
 

（様式4） 

社  会  活  動  業  績  書 

 

日本語教育、海外留学支援、国際交流、国際関係業務等の実績 

活動等実績 年  月  日 概     要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 



 
 

（様式5） 

外部資金の獲得状況  

 

 

資金制度・研究費名 

 

配分機関等名 研究課題名（研究代表者氏名） 
代表･分担の別 

期間全体の研究費総額 
期   間 

     

 

 

 

 



 
 

教員選考申請書等記入要領 
 

□ 全般的事項 

 １ 申請書の様式に従って作成すること。   

 ２ 外国語は、必ず活字体で記載すること。 

 ３ 年月日はすべて西暦で記載すること。 

 

□ 教員選考申請書（様式1） 

１ 氏名（署名）は自筆で記入すること。 

 ２ 年齢は、採用発令予定日現在の満年齢を記入すること。 

３ 応募を希望する職名は、講師または助教のうち、希望する職名に〇を付すこと。 

４ メールアドレスは、選考の過程においての諸連絡に使用するので正しく記入すること。 

 ５  ｢連絡先｣は、自宅、 勤務先のいずれかに〇を付すこと。  

 ６ 「学歴」について 

大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上と認められる学歴を有する者は、それらの学歴をすべて記入し、その他の

者は、最終学歴について記入すること。 

   ＜例＞  西暦○○年○○月  ○○大学○○学部卒業 

西暦○○年○○月  ○○大学大学院○○学研究科（修士課程）修了 

西暦○○年○○月  ○○大学大学院○○学研究科（博士課程）修了 

７ 「資格」は参考となる資格及び語学能力を記入すること。 

 ８ 「職歴」について 

  (1) 職歴のすべてについて記入すること。なお、現職については必ず「現在に至る」と記入すること。 

  (2) 研究者としての外国留学、研究生、聴講生、副手等も記入すること。 
 

 ９ 「所属学会等」について 

  (1) 本人の専攻、研究分野等に関連した事項についてのみ記入すること。 

  (2) 大学の教員の場合、所属する大学の委員を除き、審議会等の主たる委員会の委員について記入すること。 

 10 「外国出張等」は、期間が2ヶ月以上の外国出張、留学等について記載すること。また、出張先等、当時の身分は原語で記載す

ること。 

 

□ 研究業績書（様式2） 

    研究業績は、「著書」、「学術論文」及び「その他の業績」に区別し、該当小見出しを記入するとともに、その区分ごとに年代順

に記入すること。 

また、査読が行われた論文については、論文表題の後に「（査読あり）」と記載すること。さらに、代表的な業績５編には論文番

号を○で囲み、そのうち特に重要な論文等の別刷り、2編を提出すること。 

  なお、学会誌等に発表予定の研究業績については、その旨の証明書を添付のこと。ただし、投稿予定のものは含まない。 
 

 １ 「著書、学術論文、研究発表等の名称」について 

  (1) 「著書」 

    二人以上で執筆した場合も、担当執筆頁数の多少にかかわらず記入すること。その際、担当執筆部分は単独名による場合で 

あっても「共著」として扱い、「名称」欄には、本の表題を記入し、担当執筆部分の名称は「概要」欄に記入すること。 

    なお、その本がシリーズものの一部である場合はシリーズ名、当該巻数を付記のこと。 

  (2) 「学術論文」 

    論文集、学術雑誌、学会機関誌、研究報告、紀要等に「学術論文」として発表したもののみ記入すること。 

    学位論文が単行本として刊行されているものでも「著書」の区分には入れず、「学術論文」の区分に入れ、当該論文の名称の

下段に(博士論文)又は(修士論文)と記入すること。 

  (3) 「その他の業績」 

   ア 「学会発表」 

     学会におけるシンポジウム発表、一般演題発表（口頭及びポスター）等を記入すること。 

   イ 「翻訳」 

     「翻訳」した作品等について記載してください。 

   ウ 「制作等」 

     映像、芸術作品等制作したものについて記載すること。 



 
 

   エ 「日本語教育教材」 

     書籍或いはインターネット上で公開しているものについて記載すること。 

   オ 上記以外の業績 

     その他、業績等で有用と思われるものがあれば記入すること。 
 

 ２ 「単著、共著の別」について 

   区分ごとに下記のとおり記入すること。 

  (1) 「著書」及び「学術論文」 

    「単著」又は「共著」のいずれかとする。 

  (2) 「学会発表」 

    「単独」又は「共同」のいずれかとする。 

  (3) 「翻訳」 

    「単独訳」又は「共訳」のいずれかとする。 

  (4) 「制作等」及び上記以外の業績 

    「単著」、「単独」、「共著」、「共同」のいずれかとする。 
 

 ３ 「発行又は発表の年月」について 

  (1) 次のように記入すること。 

   ＜例＞ 平成30年8月の場合  2018.8   

  (2) 学位論文については、大学から学位を授与された年月および学位記番号を記入すること。 
 

 ４ 「発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称」について 

  (1) 「学術論文(学位論文を除く)」及び学術雑誌等に発表された「翻訳」の場合は、当該発表雑誌等の誌名のほか、巻・号まで記

入すること。 

  (2) 学位論文については、学位を授与された大学名および学位記番号を記入すること。 

  (3) 「学会発表」の場合は、学会大会名及び開催都市名を次のように記入すること。 

   ＜例＞ ○○学会、○○回大会（於 徳島） 
 

 ５ 「概要」について 

   研究業績ごとにそれぞれ200字以内で簡潔に記入し、末尾に著書、論文集等の総頁数（学術論文等の場合は掲載部分の頁数）を

記入すること。 

なお、共著の場合は、本人の氏名を含め共著者全員の氏名（著者名が多数にわたり、主な著者数名を記入し以下を省略する場合

は、その員数と、掲載されている順番を◯番目と記載）、本人の担当部分を記入（本人の担当部分が明確にできないときは、その

理由を、例えば「共同研究につき本人担当部分抽出不可能」等記入）すること。 

 

□ 教育業績書（様式3） 

    教育業績は、「担当してきた授業科目等」を「日本語、国際交流、異文化理解」等に区別して記載すること。参考となる資料等が

ある場合は、添付してもよい。この場合、「概要」を記載し、書誌事項の前に「（参考資料添付）」と朱書きすること。教育業績に

記載の事項は、研究業績書、及び社会活動業績書に記載の事項と重複しないように留意すること。 

 

□ 社会活動業績書（様式4） 

    社会活動業績は、「日本語教育、海外留学支援、国際交流、国際関係業務」等の実績に区別して記載すること。参考となる資料等

がある場合は、添付してもよい。この場合、「概要」を記載し、書誌事項の前に「（参考資料添付）」と朱書きすること。社会活動

業績に記載の事項は、研究業績書、及び教育業績書に記載の事項と重複しないように留意すること。 

 

□ 外部資金の獲得状況 （様式 5） 

１ 「資金制度・研究費名」は，研究費の名称を記入すること。 

２ 「研究課題名（研究代表者氏名）」は，研究課題名を記入すること。なお，研究分担者で参画している場合は，（  ）書き

で当該研究課題の研究代表者等の氏名を記入すること。 

３ 「代表・分担の別，期間全体の研究費の総額」は，当該研究者の役割が研究代表者の場合は「代表」と，研究分担者の場合は

「分担」と記入すること。 

また，期間全体の研究費の総額については，本人が受け入れ自ら使用する研究費の直接経費の総額を記入すること。なお，研究

分担者の場合は，本人が受け入れ自ら使用する分担金の総額を記入すること。 

 

 

 



 
 

（記入例） 

 

 

研 究 業 績 書 
   

 

 

 

№ 
著書、学術論文、研究 

発表等の名称 

単著、 

共 著 

の 別 

発行又は 

発 表 の 

年 月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概          要 

 

 1

  

 2 

著書 

○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○ 

 

 

 

学術論文 

○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○ 

（査読あり） 

 

その他 

 ア 学会発表  

○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○ 

 

 

イ 翻訳 

○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○ 

 

ウ 制作 

○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○ 

 

エ 日本語教育教材 
○○○○○○○○○○ 

 

オ その他 

○○○○○○○○○○ 

 

 

単著 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

共著 

 

 

 

 

単独 

 

共同 

 

 

 

単独訳 

 

共訳 

 

 

○○ 

 

○○ 

 

 

〇〇 

 

 

○○ 

 

 

 

年代順に記

載 

 

○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

○○○○○○○○○ 

 第○巻第○号 

○○○○○○○○○ 

 第○巻第○号 

 

 

 

○○学会第○回大会 

 （於 ○○） 

○○学会第○回大会 

 （於 ○○） 

 

 

○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○ 

 

 

○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○ 

 

 

○○○○○○○○○ 

 

 

○○○○○○○○○ 

 

 

 ※業績毎に200字以内で概要を記入 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 総頁数250 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 共同執筆者（本人含む）○○○ ○○○ 

 総頁数714、担当部分P175～P196 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

P1～P50 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○ 

 共同研究者（本人含む）○○○ ○○○ 

 P9～P17 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 共同発表者（本人含む）○○○ ○○○ 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 共同翻訳者（本人含む）○○○ ○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 1 

 

 2 

 

 

 

 

1 

 

2 

 

 

 

1 

 

2 

 

 

1 

 

2 

 

 

1 

 

 

1 

 

 

 

 



 
 

（記入例） 

教 育 業 績  書 

担当してきた授業科目等（日本語、国際交流、異文化理解等）とその内容及び期間 

実施機関名等 担当授業科目名 授 業 等 の 内 容 期   間 

◯◯大学〇〇センター 

 

 

〇〇日本語学校 

 

 

 

〇◯専門学校（韓国） 

 

 

◯◯大学〇〇学部 

 

 

 

TA 

 

 

日本語初級 

 

 

 

上級 

 

 

異文化コミュニケ

ーション 

大学で日本語を履修している留学生に対す

る会話練習（教員からの指示を受けて） 

 

日本語未習者（中国、ベトナム人）に対する

授業。初級前半。週15時間の1日（3時間）担

当 

 

日本へ留学する学生を対象にした上級クラ

ス（読解クラス担当） 

 

一年生を対象にした、異文化理解・多文化共

生に関する理論と実践の授業 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

 

（記入例） 

社  会  活  動  業  績  書 

日本語教育、海外留学支援、国際交流、国際関係業務等の実績 

活動等実績 年 月 日 概     要 

〇〇大学  

国際交流サークル 

 

〇〇日本語学校 

 大学進学相談 

 

〇〇大学〇〇センター 

 海外留学支援 

 

〇〇県◯◯市国際交流協会 

 国際交流イベント運営 

 

〇〇株式会社 

 海外渉外部門 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

 

〇年◯月◯日〜 

◯年◯月◯日 

外国人留学生と日本人学生の交流を図るためのイベ

ント企画と運営（例：モンゴル・デーなど） 

 

日本国内の大学に進学を希望する留学生に対する相

談と指導 

 

日本人学生の海外留学支援と指導（事前と事後指導） 

 

 

〇〇市の国際交流協会でのボランティア活動。地域に

住む外国人と住民が参加するイベントの企画と運営 

 

海外の現地工場と本社との連絡業務、現地社員の指導 

 


